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各 委 員 会 報 告
令和元年5月29日（水）

大橋　卓司
本日は、本年度各委員会報告です。
各委員長並びに委員会の皆様、大へんお世話になりま
した。

増田　耕太郎・柿木　國夫・坂口　嘉久
青柳　　淳・櫻井　宣孝・吉川　　弘
庄司　　武・内海　　薫・京谷　愼平
志方　正昭
花をかざりましょう。

例会記録　2019.5.29（水）　通算 1926 回
ソ ン グ

出 席 報 告

「我等の生業」「四つのテスト」

　５月１５日　会員数４３名　欠席者 　５名　  出席率　87.50％ （修正による）
　（この内出席免除者　１０名） 

　５月２９日　会員数４３名　欠席者 １１名　  実出席者数　２８名
　（この内出席免除者　１０名）   　出席率　71.79％

～ カツカレー ～

柿木國夫　S.A.A. 委員長

濵田喜重　国際奉仕委員長

庄司武　職業奉仕委員長

森脇祥文　米山奨学委員長

田中伸明　社会奉仕委員長

坂口嘉久　増強・職業分類委員長

小西文孝　青少年奉仕委員長
（報告代理：青柳淳幹事）

廣瀬明正　会員選考委員長

幹事報告　第 43 回（通算 1816 回）

１．地区より
　　６月のロータリーレートは、１ドル１１０円となっております。
　　※７月１日よりロータリーの為替レートは、各月初日の市場実勢相場に基づく事
　　　となり、事前にロータリー為替レートを送る事が出来ない事をご了承ください。
　　　次回よりのお知らせはＭＹ　ROTARYに掲載された後に配信の予定です。

２．幹事より
　　THE　ロータリアンが届いております。

３．伊丹昆陽池ＲＣより
　　記念誌を送っていただき有難うございました、御礼文が届いております。



◇  プログラム予定  ◇

会　長　　大　橋　卓　司
例会日時　　毎週水曜日　12：30　　例会場　　高砂商工会議所会議室（2F）
事務局　高砂商工会議所内　〒 676-0064　高砂市高砂町北本町 1104　電話（079）443-0500

幹　事　　青　柳　　　淳 クラブ会報・広報・記録委員長　　三　枝　丈　次

●●●   近隣クラブインフォメーションは、高砂青松ロータリークラブのホームページにてご確認ください。  ●●●  

６月 5日（水）各委員会報告（前週の続き） 天おろしそばといなり寿し
６月 12日（水）会長・幹事退任挨拶 洋食弁当
６月 22日（土）創立記念例会
６月 26日（水）休会【定款第８条第１節（ｃ）による】

さて、先日行われた加古川平成Ｒ.Ｃ.の創立30周年記念式典並びに
祝賀会に青柳幹事と共に出席してまいりました。
5月25日(土）に加古川プラザホテルにおいて、岡田加古川市長はじ
め各来賓の方々や、ガバナー、パストガバナー及び各クラブロータリアン、平成Ｒ.Ｃ.メン
バー含め、約100名が参加して式典が執り行われました。平成Ｒ.Ｃ.の林会長や関係者のお
話しでは、1988年（昭和最後）～1989年（平成最初）の神木ガバナー年度に、「加古川に
もう１つのクラブを！」ということで、加古川・加古川中央両Ｒ.Ｃ.をスポンサーとして平
成Ｒ.Ｃ.は49名でスタート。平成６年に54名であった会員数が平成26年には12名にまで
減少というクラブ存続の危機を迎えることに。そこから紆余曲折、クラブ一丸となって増強
につとめ、現在ようやく17名に増加。地区内の他クラブの高齢化が進む中、30代、40代の
メンバーを加え平均年齢52.3歳というとても若いクラブに変身中ということでした。
ところで、今回の式典の中で記念事業としての講演会が行われたわけですが、講師はＮＰ
Ｏ法人の代表でかつドクターである大類隼人氏という方でした。何故この講演者かというと、
かつて平成Ｒ.Ｃ.が地区のグローバル補助金を利用して、この方のイギリス留学をサポート
したことの恩返しの意味合いで講演を引き受けられたとのことであり、彼が今あるのは平成
Ｒ.Ｃ.のおかげと言われていました。（ちなみに彼は現在発展途上国ハイチ、ブルキナファソ、
バングラディシュといった貧困３か国で医療システムの導入や人材育成をＮＰＯとして進め
医療面での支援活動を展開中）
そう言えば、３月に行なわれた平成Ｒ.Ｃ.主催のＩ.Ｍ.でも、地区補助金事業を利用し県
農における特産品の開発、販売を通して青少年の育成を発表されていました。平成Ｒ.Ｃ.は
少数メンバーながらうまく地区の補助金を活用して、効果的な実績を上げ、かつ社会貢献を
されていることに感心した次第です。
我がクラブに置き換えますと、補助金はかつてマーチング・イン・高砂で確か1度だけ利
用したことがありますが、その後は、手続き面の煩雑さや、申請締め切り等のタイミング、
あるいは、執行部の単年度での交代も含め、この件についてはあまり積極的でなかったと思
います。しかしながら、平成Ｒ.Ｃ.の例からも上手に利用することで地域への貢献につなが
ることを改めて認識いたしました。手続き面さえクリアすれば小さなクラブやクラブ単独で
は実施困難なことでも、地区を巻き込んで大きな成果に結びつけることが可能であることが
わかりました。幸い次年度はそのマーチングで申請・利用を経験された方が会長であり、か
つ地区のＲ財団にも何年も出向実績があり、我がクラブの中ではこれ以上の方はいないくら
いのエキスパートな人材と言えようかと思います。ということで次年度以降に色々と申し送
りしながら会長の時間を終わります。

・中村文昭氏講演会の紹介◇村上　則宏会員




